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センター長より
学長・グローカル戦略推進センター長　江頭　進

　小樽商科大学グローカル戦略推進センター（Center for Glocal 
Strategy ：CGS）は、本学の教育・研究活動を支え、その発展を推
進するための中核組織として設置されました。CGSは第3期中期
目標期間（2015年～ 2021年）中に発足して以来、本学の将来構想
の策定や地域 ・ 国際社会との連携推進など、多様な役割を担って
きました。そして昨年度、本学はCGSの組織体制を大きく見直し、
新たな枠組みとして「グローカル ・ コモンズ」の考え方を導入しま
した。

　グローカル・コモンズとは、学内外のさまざまな教育・研究資源、人材、知識、経験が集まり、交流し、
知を集積することで、新たな課題解決や価値創造を生み出す場を意味します。大学を取り巻く環境が
急速に変化する中で、単独の専門領域や組織のみで複雑な社会課題に対応することは困難になってい
ます。地域社会の持続可能性、人口減少、産業構造の変化、さらにはAIの急速な普及など、現代社会
の課題は分野横断的であり、多様な視点を必要とします。
　近年、日本の大学では意思決定や管理体制のトップダウン化が進む傾向にあります。しかしながら、
知の創造そのものはトップダウンだけでは実現できません。教育においても研究においても、異なる
背景や専門性を持つ人々が出会い、議論し、ときに意見をぶつけ合う「知の坩堝」の中からこそ、新
しい発想や革新が生まれます。大学に求められるのは、そのような知的交流を促進する環境を整備す
ることにあります。
　今回設置した「グローカル ・ コモンズ共創会議」は、まさにその役割を担うものです。共創会議は、
これまでCGS部門長会議が果たしてきた機能を引き継ぐだけでなく、全教職員が参加可能な「グロー
カル・コモンズ クリエイティブサロン」から提案された教育・研究構想を具体的な実行計画へと落と
し込み、国への予算要望や事業計画として整理した上で、大学運営に反映させるため学長へ提案する
役割を担います。すなわち、自由な議論や構想を、大学改革や事業推進につながる実践へと結び付け
る仕組みです。
　CGSは、その名称が示す通り、本学の将来計画を策定し推進するために設立された組織です。今回
の改革を経て、CGSは単なる調整組織ではなく、より強力な計画立案 ・ 実施機能を持つ組織へと進化
しつつあります。
　人口減少社会の本格化やAI時代の到来など、私たちは大きな歴史的転換点の中にいます。このよう
な変革期において大学に求められるのは、変化に対応するだけではなく、自ら未来を構想し、新しい
価値を創造する力を持つことです。本学が次の時代へ進む原動力を生み出す場として、CGS、そして
グローカル・コモンズが重要な役割を果たしていくことを期待しています。本年報が、その取組の一
端を共有し、さらなる知の連携と発展につながることを願っています。






















































